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野草スケッチ テイカカズラ（キョウチクトウ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996/06/19  稲城市百村   絵と文 Ｔａ 

 

「野の花山の花ウオッチング（山と渓谷社）」という本をご存知だろうか。 

日本植物友の会編著、「ヤマケイ情報箱シリーズ」である。 

植物観察におすすめのコースが１３０ほど掲載されており、地図だけでなく植物

のイラストがふんだんに使われている。 

この本は、友の会の会員が手分けして原稿を担当した。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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イラストもすべて会員の手によるもので、私も１００枚以上担当している。 

出版は９９年６月であるが、３年以上の月日をかけて準備してきたものだ。 

 

９７年ころ、友の会の飯泉会長から、私にイラストの要請があった。 

私は快く引き受けて、原画をお渡しした。 

が、一つ問題があった。 

それは、線画を残していないものが多数あるのだ。 

本の出版方針として、すべて線画のイラストを使うことが決まっていたのである。 

 

私のスケッチは、まず線画を描いて、コピーしたものに彩色する（ハンショウヅ

ル、ムラサキサギゴケの項参照）。 

ただし、それは比較的最近になって編み出した方式であって、９６年までに描い

たスケッチは、ほとんど原画に直接彩色しているのだ。 

そのままでは使えない旨、山と渓谷社編集部から e-mail が入った。 

描き直して線画にしてくれという。 

 

描き直しを行うにも、原画は私の手元にはない。 

原画を送ってもらって自宅でやるにしても、書斎やアトリエがあるわけではない

し、コタツで描いていては家人から邪魔扱いされる。 

そこで、山渓の編集部へ出かけて作業を行うことにした。 

編集部にはライトテーブルがあるし、資料も揃っているので好都合である。 

 

テイカカズラもそうやって線画を起こしたものの一つである。 

本の中では山田副会長が執筆された「ありがた山」に、そのイラストが使われて

いる。 

ありがた山はもちろん、稲城のありがた山である。 

ありがた山から南山へ抜けるコースをくわしく説明しているので、行かれる方は、

ぜひ参考にしていただきたいと思う。 

 

じつは、私もこの本の中で「ありがた山・冬芽観察編」を執筆している。 

コースは、スタートは同じ京王よみうりランド駅だが、ありがた山からは南山へ

向かわず、小沢城址、穴沢天神社などを通って、よみうりランド駅へ戻るように

設定した。 

これもおすすめのコースである。
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十何枚か彩色画から線画への描き直しを行ったが、単なるコピーとは異なること

を知った。 

この線は茎なのか葉なのか、どこにつながっているのか、後ろには葉があるのか

単なる空間なのか、といったことが、わからなくなることがあるのだ。 

原画自体、その辺があいまいだと、もういけない。 

「そんなのはテキトーにやっておけばいいじゃないか」とも思うが、融通のきか

ない自分を持て余してしまうのだった。 

 

自分で描いたことがないないものを新規に起こす場合は、さらにヒサンだ。 

図鑑の写真を参考にするわけだが、同じ構図では著作権の問題が出る。 

構図を変えると、写っていない部分まで描かなければならないことがある。 

また、全体を撮った写真では毛の生え方などの細かい部分がわからない。 

別の図鑑のクローズアップがあれば参考にできるが、必ずしも揃っているわけで

はない。 

プロのイラストレータって、目に見えないところで苦しんでいるか、よほど割り

切りが良いのだろうと思った。 

 

そんなこんなで苦労はしたが、いま、本を取り出して眺めて見ると、どれもこれ

も懐かしい想い出である。（２０００年７月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕５月９日 小峰公園 

快晴の一日でした。少し暑かったけれど比較的過ごしやすい観察日和でした。

何人か前日からのフジの森での山菜オフから引き続いて参加された方もありまし

た。今回は当初予定していたコースではなくて、高尾公園から小峰公園へという

比較的平坦なコースに変更して歩きました。高尾公園から小峰公園までの道は整

備された散策路になっていて初めてのコースでしたが、なかなか面白いコースで

した。 

小峰公園では、お目当てのヤマブキソウのほかに、クワガタソウ、それに記録

には入っていませんがクマガイソウやエンレイソウなども見られました。午後に

なって体調の悪かった広沢さんが早退され（風邪で熱が高かったそうです）、代わ

りに斉藤さんが引き継いで案内をされ、小峰公園の観察会を終了しました。(FAM) 

 

▼観察記録（番号順） 

（０１）ハンショウヅル(花)、（０２）ナガミヒナゲシ(花)、（０３）ムシトリナデ
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シコ(花)、（０４）センダン、（０５）アメリカフウロ(花)、（０６）クレマチス(花)、

（０７）モッコウバラ(花)、（０８）アスパラガス、（０９）ウラシマソウ、（１０）

ギシギシ(花)、（１１）ヒロハギシギシ(花)、（１２）ケヤキ、（１３）クレソン（オ

ランダガラシ）(花)、（１４）ノダフジ(花)、（１５）ヤマブキ(花)、（１６）ノキシ

ノブ、（１７）セリバヒエンソウ(花)、（１８）ジシバリ(花)、（１９）コバノヒノ

キシダ、（２０）チョウジソウ(花)、（２１）ハナウド(蕾)、（２２）ノミノツヅリ(花)、

（２３）カキネガラシ(花)、（２４）オヤブジラミ(花)、（２５）ホウチャクソウ(花)、

（２６）ウバユリ、（２７）カモミール(花)、（２８）フランスギク(花)、（２９）

イヌムギ、（３０）カモガヤ、（３１）ツルマンネングサ、（３２）カスマグサ(花)、

（３３）カラムシ、（３４）オオジシバリ(花)、（３５）オオアマナ(花)、（３６）

イチリンソウ、（３７）カラスビシャク、（３８）ミズキ(花)、（３９）セントウソ

ウ(実)、（４０）タチシオデ(花)（実）、（４１）サルトリイバラ、（４２）ナヨクサ

フジ(花)、（４３）イヌガラシ(花)、（４４）クサイチゴ、（４５）ヤブタビラコ、（４

６）ニョイスミレ（ツボスミレ）(花)、（４７）マムシグサ、（４８）ギンラン、（４

９）チゴユリ、（５０）フユノハナワラビ、（５１）ミツバツチグリ(花)、（５２）

リョウブ、（５３）ニリンソウ(花)、（５４）クサソテツ、（５５）コジュズスゲ、

（５６）ヤマブキソウ(花)、（５７）ヨゴレネコノメ、（５８）クワガタソウ(花)、

（５９）ノブキ、（６０）サラシナショウマ、（６１）ミゾシダ、（６２）キバナア

キギリ、（６３）ウマノミツバ、（６４）ミツバウツギ(花)、（６５）フモトシダ、

（６６）キヨタキシダ、（６７）ノコギリシダ、（６８）ゲンゲ(花)、（６９）ヤブ

ヘビイチゴ(花)、（７０）クサボケ(花)、（７１）ニガナ(花)、（７２）オオバギボウ

シ、（７３）カントウカンアオイ(花)、（７４）（記録もれ）、（７５）マルバウツギ、

（７６）コゴメウツギ(花)、（７７）ハナイカダ、（７８）ウマノアシガタ、（７９）

アカネ、（８０）フタリシズカ、（８１）キランソウ(花)、（８２）アズマネザサ(花)、

（８３）オトコヨウゾメ、（８４）ダンコウバイ、（８５）ヤブレガサ、（８６）オ

ケラ、（８７）ツルニンジン、（８８）キランソウ(花) 

 

▼カラスビシャク 

   サトイモ科ハンゲ属 

畑雑草として普通に見られま

すが、仏炎苞が「ん」の字のよ

うにすーと出る姿が可愛いら

しい花です。花茎の大きさは

20～40cmで群生することが

多くあります。（ぽんこ）
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〔行事予定〕2010/6/5（土） 芦ヶ久保 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時１０分 西武池袋線・芦ヶ久保駅 改札口付近 

※会旗目標  

改札口は一箇所です 

交 通 快速急行に乗り芦ヶ久保駅下車（池袋から直通あり） 

池袋08:35→所沢08:58→飯能09:20→東飯能09:22→芦ヶ久

保 10:01 が便利 

行く先 

（解散場所） 

芦ヶ久保・日向山  

西武池袋線芦ヶ久保駅 ｐｍ３時半頃解散予定 

地図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 芦ヶ久保駅～フルーツガーデン駐車場～農村公園入口～山の花道

駐車場（昼食）～日向山～琴平神社～白髭神社～芦ヶ久保駅（１

５：３０頃）行程：約５ｋｍ。標高差（駅～日向山）：約３３０ｍ 

見所 

 その他 

樹木ではヤブデマリ、ツクバネ、ツクバネウツギ、ウラジロノキ、

ツツジ類など。 

草本では、う～ん、フタリシズカ、ミヤマナルコユリ、ミヤマエ

ンレイソウあたりでしょうか。  

※ 小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕2010/７/25（日） 駒沢学園周辺 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、京王相模原線稲城駅 改札口付近 ※会旗目標 

稲城駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から相模原線橋本行快速または各停で４駅目 

多摩モノレールの場合、多摩センター駅で京王線に乗換えて３駅目 

小田急線の場合、永山駅、または多摩センター駅で京王線に乗換え 

稲城駅には急行は停まりませんのでご注意ください 

行く先 

(解散場所） 

稲城市坂浜地区、清水谷戸（下の地図を参照ください） 

京王相模原線稲城駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

ヤマユリ。コースの途中何ヶ所かでツリフネソウが見られます。駒

沢学園構内ではオケラもあると思います 

地 図  

 

 

 

コース 稲城駅→百村→駒沢学園・学園広場→清水谷戸→高勝寺→稲城中央

公園→百村→稲城駅（解散） 

行程５～６ｋｍ、多少のアップダウンがあります（標高差１００ｍ

以下） 

コースは天候その他により変更する場合があります 

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


